
英
和
盤
解
字
典
缶
ロ
同
旨
警
呂
四
目
］
§
目
の
の
①
目
＆
○
ｇ
ｑ
Ｏ
冷
昏
①
両
品
房
宮
伊
§
ぬ
目
”
の
、
国
胃
も
．
跨
巨
の
庁
冒
ｚ
昌
冒
］

棚
橋
一
郎
訳
儲
鴎
（
明
治
十
八
年
）

ナ
ッ
ト
ー
ル
の
埠
目
○
目
ｇ
品
国
ｐ
ｍ
岸
呂
目
。
陣
Ｏ
ｇ
ｑ
は
、
そ
の
語
解
が
簡
明
で
あ
る
た
め
に
、
日
本
の
英
学
界
で
す
こ
ぶ
る

喜
ば
れ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
に
日
本
訳
を
加
え
て
、
即
ち
鍵
解
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
訳
者
は
古
い
文
学
士
で
、

久
し
く
郁
文
館
中
学
の
校
長
の
職
に
あ
り
、
昭
和
十
七
年
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
訳
語
に
は
、
一
部
分
は
、
既
出
の
英
和
辞
書
、
例
え
ば

柴
田
昌
吉
と
子
安
峻
と
の
共
著
の
「
英
和
字
英
」
（
明
治
六
年
刊
行
）
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
日
本
に

ｊ

第
十
一
一
章
初
期
の
出
版
事
業
一
一Ｉ

辞
書
及
び
教
科
書
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丸
善
の
出
版
事
業
で
、
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
早
く
欧
文
の
書
籍
の
出
版
が
手
掛
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
勿
論

当
時
の
印
刷
業
界
や
、
読
者
の
需
要
や
、
そ
の
他
の
一
般
事
情
か
ら
し
て
、
長
篇
巨
冊
の
出
版
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

た
と
え
短
篇
小
冊
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
中
に
は
明
治
の
文
化
史
上
か
ら
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。

欧
文
で
発
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
辞
書
で
あ
る
。



お
け
る
最
初
の
挫
解
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。
翌
年
に
は
第
一
一
版
が
刊
行
さ
れ
、
初
版
に
は
な
か
っ
た
杉
浦
重
剛
、
有
賀
長
雄
、
イ

ー
ス
ト
レ
ー
キ
の
序
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
の
も
の
は
英
文
で
あ
る
が
、
訳
文
も
添
え
て
あ
る
。
二
十
年
の
十
二

月
に
第
五
版
を
発
行
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
辞
書
は
よ
ほ
ど
当
時
売
行
き
が
盛
ん
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

①
。
．
》
得
、
、
①

改
正
増
補
和
英
英
和
語
林
集
成
］
、
○
・
国
ｇ
ｇ
目
●
ｌ
缶
］
§
目
①
の
①
‐
圃
品
房
宮
口
且
同
ロ
警
呂
‐
］
眉
目
の
の
①
豆
＆
Ｏ
ｇ
ｑ
．
⑭
ａ
．
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》
）
の
辞
書
は
有
名
な
ヘ
ポ
ン
（
平
文
）
の
編
纂
に
成
る
も
の
で
、
は
じ
め
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
）
に
、
「
和
英
語
林
集
成
」

缶
］
§
目
①
の
①
目
○
両
ロ
胴
房
ロ
目
○
は
Ｏ
ｇ
ｑ
》
乱
昏
自
国
ロ
、
房
彦
目
Ｑ
］
§
目
の
の
①
冒
号
〆
の
名
の
も
と
に
、
上
海
の
跨
日
①
１
８
口

厚
①
、
ご
冨
風
目
旨
芦
の
巴
○
口
”
①
の
印
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
年
に
か
け
て
、
「
へ
ボ
ン
の
字
書
」
と
し
て
親
し
ま

れ
、
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
五
年
に
、
和
英
に
一
一
一
千
語
、
英
和
に
五
千
語
を
増
補
し
、
こ
れ
に
日
本
文
典
を
付
し
て
同
じ
印

刷
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
丸
善
発
行
の
も
の
は
、
更
に
こ
れ
を
増
補
し
た
第
三
版
で
あ
っ
て
、
語
数
は
再
版
本
の
約
一
一
倍
に
上
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
は
高
橋
五
郎
の
助
力
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
な
お
ホ
ィ
ッ
ト
ー
ー
ー
は
、
語
林
集
成
の
語
莱
の
検
索
に
便
に
す
る
た
め
に
、

漢
字
索
引
を
作
製
し
、
明
治
二
十
二
年
に
、
丸
善
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
平
文
氏
著
「
語
林
集
成
漢
字
索
引
」
冒
烏
×
○
冷
○
匡
冒
の
ｍ
の

○
彦
肖
”
ｏ
芹
関
の
甘
国
①
ロ
ず
胃
口
》
の
ロ
甘
陣
○
口
目
『
肖
国
ロ
胆
①
。
四
○
８
ａ
甘
い
８
９
①
胃
国
＆
８
］
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
と
別
に
語
林
集
成
の
縮
少
版
と
し
て
、
明
治
二
十
年
に
「
改
正
増
補
英
和
小
辞
書
」
の
第
二
版
が
丸
善
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
辞
書
も
、
第
一
版
は
一
八
七
三
年
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
缶
．
ロ
．
句
．
閃
四
目
○
ぎ
ぽ
陣
○
○
日
目
ｇ
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ



○
○
〆
１
国
〕
日
ロ
の
①
の
○
命
同
ロ
ｍ
房
丘
固
庁
①
圃
叶
員
の
開
○
吋
］
目
目
①
の
①
陣
且
呂
菌
．
ｍ
団
員
蕨

編
者
コ
ッ
ク
ス
（
言
旨
四
日
ロ
○
侭
冒
の
Ｃ
Ｏ
Ｘ
》
届
陰
ｌ
ご
急
）
は
ロ
ン
ド
ン
に
生
れ
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
に
、
日
本
に
来

朝
し
、
駒
場
の
農
学
校
（
後
の
農
科
大
学
）
の
英
語
の
教
師
と
な
り
、
明
治
十
二
年
か
ら
東
京
大
学
予
備
門
（
後
の
第
一
高
等
学
校
）

の
授
業
を
担
当
し
、
そ
の
妾
ら
共
立
学
校
に
も
教
鞭
を
執
っ
た
。
明
治
十
八
年
に
神
田
乃
武
と
共
に
、
英
語
雑
誌
弓
篇
、
目
号
具

を
創
刊
し
、
「
外
国
語
雑
誌
」
に
も
多
く
寄
稿
し
て
い
る
。
本
書
は
表
記
の
通
り
、
日
本
の
学
生
の
た
め
に
英
文
学
の
名
作
を
抜
華
し

て
、
高
等
程
度
の
授
業
の
資
料
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
部
に
分
れ
、
第
一
部
に
は
ｍ
冨
雨
の
ｂ
①
胃
の
目
色
両
ロ
晦
房
丘
己
国
営
口
第

二
部
に
は
冒
岸
８
画
目
両
目
ｏ
㈲
○
胃
ｑ
第
一
一
一
部
に
は
閏
の
庁
日
置
ロ
の
第
四
部
に
は
Ｑ
ｍ
の
の
甘
巴
園
昌
○
曽
切
匡
昌
目
》
ど
の
冷
○
の
》

の
乱
津
第
五
部
に
は
固
の
の
昌
寓
印
を
収
め
て
い
る
。
い
ず
れ
も
古
典
文
学
で
あ
っ
て
、
近
代
文
学
に
は
全
く
関
係
が
な
い
。
な
お
そ

の
他
に
、
コ
ッ
ク
ス
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
丸
善
か
ら
発
行
し
た
教
科
書
関
係
の
書
物
に
は
、
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

○
○
愚
の
⑦
３
日
目
胃
○
冷
両
侭
房
忘
伊
目
胆
目
的
①
開
○
吋
］
§
目
①
、
①
の
冨
旦
①
具
⑳
．
画
く
○
］
の
．
（
コ
ッ
ク
ス
英
文
典
）

○
○
凶
》
の
缶
昼
の
８
両
ロ
函
房
ぽ
○
○
日
己
○
の
昼
８
口
目
門
国
ロ
の
冒
威
Ｏ
ｐ
さ
Ｈ
］
眉
目
①
の
①
の
叶
且
の
具
の
（
英
語
作
文
便
覧
）
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る
が
、
第
二
版
以
後
丸
善
が
出
版
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
版
は
三
千
部
限
定
で
予
約
販
売
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
申
込
が
多
い
た
め
に
、
中
途
で
予
約
を
締
切
っ
た
と
い
う
。
こ
の
小
辞
書
は
、
明
治
四
十
年
に
十
五
版
を
出
し
て
い
る
か
ら
、

後
ま
で
一
般
に
広
く
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

辞
書
に
つ
い
で
は
教
科
書
が
あ
る
。
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句
．
君
．
．
聾
愚
ｐ
ｍ
①
’
○
宮
ａ
ｏ
ｏ
端
の
、
目
①
の
．
ぐ
＋
囲
む
ロ
・
》
届
閉

著
者
ス
ト
レ
ン
ジ
（
一
八
五
四
’
一
八
八
九
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
に
、
当
時
の
東
京
英
語
学

校
（
東
京
外
国
語
学
校
か
ら
分
離
改
称
し
明
治
十
年
大
学
予
備
門
と
な
る
）
の
英
語
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
引
き
続
い
て
大
学
予
備

門
の
御
雇
教
師
と
な
っ
た
。
彼
が
日
本
に
来
朝
し
た
の
は
そ
の
二
十
二
歳
の
時
で
、
殊
に
イ
ー
ト
ン
校
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
に
つ
い
て
は
充
分
な
興
味
と
素
養
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
自
分
の
教
え
る
学
生
た
ち
が
、
殆
ど
戸
外
遊
戯
の
知
識
が
な
い
こ
と
を

知
っ
て
、
こ
れ
を
開
発
す
る
こ
と
を
志
し
た
。
彼
は
彼
自
身
隅
田
川
で
ポ
ー
ト
を
漕
ぎ
、
田
舎
道
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
試
み
、
お
の
ず
か

ら
徐
女
に
学
生
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
力
め
た
。
こ
の
目
的
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

本
書
は
本
文
わ
ず
か
に
五
五
頁
の
小
冊
子
で
あ
る
。
そ
の
緒
言
に
「
日
本
の
学
生
が
、
知
能
的
訓
練
に
充
分
で
あ
る
こ
と
は
疑
わ

な
い
が
、
体
育
的
訓
練
に
は
充
分
で
あ
る
と
は
言
ひ
得
な
い
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
主
意
と
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
あ
る
。
本
文
は

「
第
一
単
語
よ
り
初
め
て
短
句
に
及
び
漸
く
繁
密
の
談
話
に
入
れ
り
。
第
二
主
と
し
て
外
人
に
対
話
す
る
普
通
の
事
項
を
挙

げ
り
。
第
三
専
ら
普
通
の
俗
語
用
法
を
採
れ
り
。
第
四
普
通
の
害
蹟
及
び
物
品
領
収
証
書
等
を
篇
尾
に
附
せ
り
。
能
く
此
害

に
熟
せ
ば
尋
常
対
話
通
信
の
用
を
弁
ず
る
を
得
ぺ
し
。
鳴
呼
此
書
の
如
き
亦
語
学
の
利
器
と
評
す
べ
き
者
な
る
耶
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
当
時
相
当
に
広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

ニ
ス
ト
レ
ン
ジ
の
「
戸
外
競
技
」

醗脂

者
の
中
に
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論
で
あ
る
が
、
蹴
球
・
野
球
。
テ
ニ
ス
な
ど
を
日
本
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
は
、
本
書
を
そ
の
噴
矢
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
書
は
こ
の
点
か
ら
も
、
極
め
て
珍
重
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
出
版
さ
れ
た
明
治
十
六
年
に
、
ス
ト
レ
ン
ジ
の
指
導
に
よ
っ
て
、
東
京
大
学
三
学
部
と
予
備
門
の
合
同
の
陸
上
運
動
会
が
、

当
時
ま
だ
一
橋
に
あ
っ
た
大
学
の
運
動
場
で
開
か
れ
た
。
予
備
門
校
長
の
杉
浦
重
剛
も
、
先
頭
に
立
っ
て
準
備
を
指
揮
し
、
拠
弾
（
砲

丸
投
げ
）
に
用
い
る
砲
丸
が
な
い
た
め
に
、
砲
兵
工
廠
へ
行
っ
て
こ
れ
を
求
め
、
ハ
ー
ド
ル
競
技
に
は
、
寄
宿
舎
の
椅
子
を
持
ち
出
し
て
、

こ
れ
に
宛
て
た
と
い
う
。
教
授
で
あ
っ
た
菊
池
大
麓
や
穂
積
陳
重
も
競
技
の
審
判
に
当
り
、
優
勝
者
に
は
洋
書
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ

は
毎
年
の
例
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
編
者
の
見
た
本
書
は
、
現
在
後
楽
園
の
野
球
体
育
博
物
館
の
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
山

識蕊蕊識鍵蕊i蕊繊
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三
十
四
節
に
分
れ
、
は
じ
め
に
徒
手
遊
戯
（
プ
リ
ズ
ナ
ー

ス
。
ベ
ー
ス
、
ウ
ォ
ー
ニ
ン
グ
、
タ
ッ
チ
、
リ
ー
フ
。
フ
ロ

ッ
グ
な
ど
）
を
説
明
し
、
次
に
ポ
ー
ル
競
技
（
ホ
ッ
ケ
ー
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ロ
ー
ン
。
テ
ニ
ス
、
曇
ヘ
ー
ス
ポ
ー
ル
）
を

説
明
し
、
更
に
そ
の
次
に
短
距
離
。
中
距
離
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

幅
飛
び
、
三
段
飛
び
、
棒
高
飛
び
、
二
人
三
脚
、
ク
リ
ケ
ッ

ト
、
ハ
ン
マ
ー
拠
げ
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
練
習
と
、

競
技
の
禁
止
規
定
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
勿
論
極
め
て

簡
単
な
記
述
で
あ
る
か
ら
、
不
充
分
な
点
が
多
い
｝
）
と
は
勿

し
て
は
、
本
書
を
そ
の
噴
矢
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

蕊蕊蕊蕊蕊鱗蕊蕊蕊蕊蕊蕊｛
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寺

口
高
等
商
業
学
校
（
現
在
の
山
口
大
学
経
済
学
部
の
前
身
）
校
長
で
あ
っ
た
横
地
石
太
郎
氏
の
旧
蔵
で
あ
る
。
そ
し
て
横
地
氏
は
本
書

の
裏
表
紙
の
裏
面
に
、
運
動
会
の
賞
品
と
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の
だ
と
記
し
て
い
る
の
は
、
実
に
珍
し
い
。

な
お
明
治
十
八
年
に
、
下
村
泰
大
の
編
輯
で
、
「
西
洋
戸
外
遊
戯
法
」
と
い
う
書
物
が
、
泰
盛
館
蔵
版
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

丸
善
も
発
売
所
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
そ
の
凡
例
に
「
諸
書
ヲ
参
酌
折
衷
シ
テ
抄
訳
輯
録
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
事
実
は

殆
ど
全
た
く
ス
ト
レ
ン
ジ
の
書
物
の
緋
訳
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
書
物
の
中
で
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
「
蹴
鞠
」
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
「
打

球
お
に
ご
っ
こ
の
一
種
」
、
ロ
ー
ン
・
テ
ニ
ス
を
「
球
打
ち
」
、
ハ
ー
ド
ル
を
「
越
雛
競
走
」
な
ど
と
訳
し
て
い
る
の
は
、
訳
語
の
歴
史

か
ら
見
て
、
興
味
の
深
い
も
の
が
あ
る
。
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言

襲鋤螺餓藩鱗職蕊､蝋

鶏I砿《:畷:W鐙I識，､11》xW7l聡睡
一㎡ｰI⑪19、廿

配廿・,哩虫

増㎡qL■暁■卜弔閉㎡Ｐ_蹄

'.露･…．、､藻〃･ず.蕊鯉．.
⑭

■,L御E■月■-.

画''u，夢設,_･･母._

患蝉典I;Yj灘驚識W”1N製瀞
』'篭雛．．･･･・噸･憩・緋．.．"湾.露・

龍鋳繭戦溌呼壁:…、誇…
nW㎡b:-nGJ､字,甘刊円.Ｌ､

鶏.}Ｗ:《〕1,郵識曙熱:跡1.1蝿へ．１３.‘噸2；
宅伊F1

,､凡#鞭鍔酔'．<と傘‘痴鈍上､u¥獄｡.〔ｼ鈴...."
ＦＡ妙毎歳.蕊ＩＦ,､妹八一艶惑建1昌沖

舎
識
溌
一

．
◇
塁
吟
・
ざ
零

．
没
．
詔
．
．
・
群
や

、・・殺跨蝿灘蝿噴卿』”
品貼辞'q＃

にHＦｄＩＰ凡.11.

・・ぜ，＊'1陣、

，心⑭,

Ｗざ鯵当嘩f‘し・騨茜．ﾍﾏ.《Ⅷマ:1,、

鍵溌蕊識簿.誓蝿

、、‐・霧醗騰うぐ､》《

歴‘癖'狐純ｗ:Y入､蝋《3..
口1口IＥ..

､6,W職謝&砕移鑑$僻無.矛.１．．

ｉ韓磯．

診
●
罷
掴
認

志賀重昂著「世界史」

の
旨
い
の
甘
丙
四
の
巨
的
四
１
国
訂
汁
○
吋
胃
○
開
ｚ
四
陣
○
易
．

の
、
＠
口
己
。
』
］
、
、
、

本
書
は
志
賀
重
昂
が
、
「
南
洋
時
事
」
を
著
わ
し

た
翌
年
に
、
英
文
で
著
し
た
世
界
史
で
あ
る
。
こ
の

著
作
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
コ
ッ
ク
ス
の
協
力
が
あ

っ
た
が
、
わ
ず
か
に
二
十
五
歳
の
青
年
で
こ
れ
を
公

三
志
賀
重
昂
の
「
世
界
史
」
と

デ
ィ
キ
ン
ズ
の
「
忠
臣
蔵
」
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○
冨
吊
匡
口
ｍ
匡
国
》
○
Ｈ
ｇ
①
Ｆ
ｏ
『
巴
伊
①
四
ｍ
芦
の
胃
四
口
の
］
鼻
の
ロ
ゴ
『
句
．
ぐ
．
己
甘
丙
冒
の
》
画
喝
ご
己
．
》
届
罵

衿
〕
愚
目
の
の
①
”
○
日
目
８
と
い
う
副
題
が
あ
る
。
秀
英
舎
の
印
刷
で
あ
る
。
題
名
の
如
く
、
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
勿
論
か
な
り
大
幅
な
意
訳
も
省
略
も
あ
る
。
八
段
目
の
戸
無
瀬
と
小
浪
の
道
行
な
ど
は
、
全
部
省
い
て
あ
る
。
そ
の
代
り

五
○
頁
に
亙
る
付
録
が
あ
っ
て
、
忠
臣
蔵
の
歴
史
的
事
実
や
、
文
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
解
し
が
た
い
名
辞
に
つ
い
て
説
明
が
加
え
て

あ
る
。
勿
論
現
在
か
ら
見
て
、
不
備
ま
た
不
穿
塗
な
点
が
多
い
の
は
己
む
を
得
な
い
。
全
体
赤
穂
浪
士
の
復
讐
の
事
蹟
は
、
早
く
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
知
ら
れ
詩
為
永
春
水
の
「
伊
呂
波
文
庫
」
の
フ
ラ
ン
ス
訳
な
ど
も
あ
る
。
本
書
も
そ
の
類
の
一
つ
に
数
え
る
ぺ
き
で
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け
に
し
た
、
そ
の
才
能
と
努
力
は
、
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
副
題
に
閉
自
］
眉
目
の
の
①
の
目
。
①
具
の
と
あ
る
通
り
、
当
時

の
高
等
中
学
校
（
後
の
高
等
学
校
）
の
教
科
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
序
論
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
大
洋
洲
と
地
域
的
に
分
た
れ
、
通
じ
て
一
九
五
章
あ
る
。
そ
の
記
述
の
体
裁
は
、
パ
ー
レ
ー
の
万
国
史
に
よ
く

似
て
お
り
、
内
容
に
も
・
ハ
ー
レ
ー
や
ス
ウ
ィ
ン
ト
ン
に
拠
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
大
洋
洲
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
国
の
ｇ
ｑ
Ｏ
端

衿
巨
の
薄
口
旨
》
国
凹
急
農
目
陰
白
目
胃
》
国
四
目
‐
画
○
○
丙
○
閉
Ｚ
①
笥
国
８
冒
且
な
ど
を
参
考
し
て
お
り
、
や
や
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の

は
、
「
南
洋
時
事
」
の
著
者
だ
け
あ
る
。
殊
に
ア
ジ
ア
の
中
で
日
本
に
関
す
る
九
章
は
、
さ
す
が
に
日
本
人
の
著
述
と
し
て
、
色
刷
の
地
図

二
葉
を
挿
ん
で
、
か
な
り
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
が
武
家
時
代
に
詳
し
い
の
は
、
あ
る
い
は
「
日
本
外
史
」
な
ど
に
拠
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
は
日
本
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
世
界
史
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
コ
ッ
ク
ス
が
序
文
で
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
英
文
と
し
て
も
相
当
の
出
来
栄
え
で
あ
っ
て
、
教
科
書
と
し
て
使
用
す
る
に
堪
え
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。



国

蕊Ｉ蕊 言
．
冒
目
の
‐
出
目
号
。
。
丙
・
冷
両
侭
］
啓
‐
］
砦
目
の
の
の
両
ｑ
旨
。
］
ｏ
喝
ぐ
崖
十
四
雪
唱
》
届
＄

著
者
イ
ン
ブ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
で
、
一
八
七
五
年
に
日
本
に
渡
来
し
、
明
治
学
院
神
学
部
の
教
授
と
し
て
、
日
本
の
英
語

教
育
に
大
き
い
功
績
が
あ
っ
た
。
本
書
の
初
版
は
一
八
八
○
年
、
横
浜
の
ケ
リ
ー
商
会
（
尉
里
辱
陣
○
○
・
）
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
エ
チ
モ
ロ
ジ
ー
と
は
題
し
て
い
る
が
、
実
は
日
本
語
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
学
的
に
、
動
詞
、
名
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
、
数
詞
、

後
置
詞
、
接
続
詞
等
の
各
品
詞
に
分
類
し
て
、
こ
れ
を
文
法
的
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
こ
れ
を
英
語
に
対
応
さ
せ

て
、
多
く
の
例
文
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
ま
た
和
文
英
訳
の
例
題
集
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
の
書
物
は
、

教
科
書
と
し
て
広
く
高
等
程
度
の
諸
学
校
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
ろ
う
。
な
お
本
書
に
は
尾
形
月
耕
の
筆
に
な
る
木
版
色
刷
の
挿
絵
が
十
葉
あ
る
が
、
軽
妙
な
筆
致
で
面
白
い
。

§蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊

蕊溌鐸蕊灘蕊蕊羅§

四
ジ
ョ
セ
フ
。
ピ
コ
の
自
叙
伝

弔哨

丸
善
刊
行
の
欧
文
書
籍
を
挙
げ
る
と
、
や
や
後
に
な
る
が
、
浜
田
彦
蔵
す
な
わ

ち
有
名
な
ジ
ョ
セ
フ
。
ピ
コ
（
］
○
の
①
冒
画
の
８
）
の
自
叙
伝
を
逸
す
る
わ
け
に
行

か
な
い
。
本
書
は
弓
旨
①
垣
胃
国
陣
ぐ
の
呉
四
］
§
目
．
①
の
①
と
題
し
、
雪
盲
計
丘
の

宮
、
の
の
①
の
ロ
四
目
Ｑ
叶
丘
①
ロ
の
○
℃
］
①
彦
の
ぽ
四
ｍ
口
〕
①
叶
芦
ロ
，
叶
彦
①
○
○
厘
儲
の
①
○
冷
叶
毎
①
」
四
の
叶

雨
日
ｑ
］
①
胃
の
と
い
う
副
題
が
あ
る
。
上
下
一
一
巻
に
分
れ
、
上
巻
は
序
文
一
一
一
頁
、

Dickins-Chiushingura
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：
人
瀞
電
》
．
：
１
入
典
窪
幣
埼
等
；
鷺
＃
喝
：
《
識
…
：
蒲
：
蝉
《
：
．
熊
誰
：
Ｐ
纂
堵
牽
八
…
：
一
本
文
一
一
一
四
六
頁
、
下
巻
は
本
文
一
一
五
四
頁
、
附
録
八
頁
が
あ

る
。
下
巻
の
奥
付
に
明
治
二
十
八
年
五
月
十
日
発
行
、
発
行

Ｆ
■
“
貝

。
、
操
。
、
財
》
・
＄
㎡
．
、
．
、
。
●
・
津
…
・
畢
必
・
蝿
．
”
０
．

Ｊ
ｗ
一
・
ｍ
ｒ
岬
・
》
》
》
Ｊ
｛
》
い
ふ
》
Ｊ
に
綿
・
Ｊ
Ｊ
一
陣
沖
薙
新
錆
需
癖
鍋
晴
伊
鑑
師
獅
蜘
轄
岬
硫
確
揮
誇
御
鋤
硫

入
皐
．
．
Ｅ
亨
人
：
！
》
〆
！

．
‐
妹
』
・
噌
誹
．
・

侭
冒
守
口
凸
初
■

Ｊ
必
Ｊ
酔
誹
》
Ｊ
Ｊ
弓
》
》
》
Ｊ
Ｊ
Ｊ
癖
〆
鎌
》
Ｌ
州
》
Ｊ
《
堤
翰
一
諦
唖
Ｊ
一
Ｊ
》
》
窪
岬
仁
和
雄
碗
準
〆
蛙
選
評
棒
津
獅
唾
》
牛
議
誹
転
可
椎
罰

一
〔
ご

ｍ
ｅ

．
Ｉ
．
〃
蛍
ザ

蝿
・
恥
唖
幽
●
・

鯨
腔
唖
十
五
年
中
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ピ
コ
の
日
記
八
冊
の
中
か
ら
、
有
名

‐
．
叩
・
‐
唖
丹
．
靭
密
唾
迂
凸

ｑ
‐
‐
功
‐
異
旧
‐
Ｂ
学
．
．
ご
‐
罰
則
ご
・
蝿
側
品

な
日
本
史
の
学
者
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
ド
ッ
ク

噌
且
出
毎
・
回
‐
回
品
①
垂
Ｊ
咽

．
閥
霊
曲
、
琵
風

面
Ｌ
㎡
ｒ
・
叩
■
旦
廿
“
甜

牛
の
え

（
］
・
冒
日
Ｑ
ｏ
ｇ
》
儲
認
ｌ
ご
巴
）
が
、
選
択
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
ピ
コ
す
な
わ
ち
彦
蔵
は
、
播
磨
加
古
郡
阿
閉
村

本
荘
（
現
在
の
播
磨
町
古
宮
）
に
生
れ
、
十
四
歳
の
時
（
嘉
永
四
年
・
一
八
五
一
年
）
新
造
船
栄
力
丸
に
乗
っ
て
、
江
戸
か
ら
西
下
の

途
中
、
遠
州
灘
で
暴
風
に
遭
い
、
漸
く
ア
メ
リ
カ
船
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
号
に
救
助
さ
れ
た
。
ピ
コ
は
サ
ン
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
税
関
長
サ

ン
ダ
ー
ス
に
認
め
ら
れ
て
、
そ
の
保
護
を
受
け
、
ボ
ル
チ
モ
ア
で
学
業
を
修
め
、
ま
た
洗
礼
を
受
け
、
つ
い
に
一
八
五
八
年
合
衆
国
に

帰
化
し
て
、
そ
の
市
民
と
な
っ
た
。

一
八
五
九
年
、
ピ
コ
は
駐
日
公
使
ハ
リ
ス
と
共
に
神
奈
川
に
入
港
し
、
絶
え
て
久
し
い
故
国
に
上
陸
し
た
。
以
来
ピ
コ
は
神
奈
川
の

領
事
館
に
あ
っ
て
、
日
米
両
国
間
の
折
衝
に
当
っ
た
。
一
八
六
○
年
二
月
一
旦
領
事
館
を
辞
任
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
が
、
一
八
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六
二
年
十
月
ま
た
再
任
さ
れ
た
。
し
か
し
間
も
な
く
再
度
こ
れ
を
辞
し
た
。
彼
が
日
本
最
初
の
新
聞
紙
で
あ
る
「
海
外
新
聞
」
（
一
八

六
四
乃
至
六
五
年
）
を
発
行
し
て
、
文
化
史
上
に
功
績
を
残
し
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
以
来
彼
は
長
崎
に
赴
い
て
、
明
治
初
年
の
貿

易
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
斡
旋
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
長
崎
を
去
っ
て
神
戸
に
赴
き
、
明
治
二
十
一
年
に
東
京
に
移

住
し
て
、
晩
年
の
生
活
を
送
っ
た
。
そ
の
残
し
た
の
は
明
治
三
十
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

本
書
の
記
事
は
、
、
ピ
コ
の
誕
生
に
は
じ
ま
り
、
明
治
二
十
四
年
の
濃
尾
の
大
震
災
に
終
っ
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
立
派
な
英
文
で
あ

っ
て
、
校
訂
者
マ
ー
ド
ッ
ク
も
修
正
す
る
余
地
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
文
中
漂
流
の
記
事
は
十
四
歳
の
少
年
の
記
憶
と
し
て
は
、
非
常

に
確
実
で
あ
る
。
彼
は
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
、
合
衆
国
大
統
領
ピ
ア
ー
ス
（
句
．
国
９
８
）
に
謁
見
し
、
更
に
後
に
ブ
ッ
キ
ャ
ナ

ン
（
］
・
団
胃
旨
国
営
）
及
び
リ
ン
カ
ー
ン
（
缶
．
ロ
ロ
８
旨
）
に
謁
見
し
て
い
る
が
、
そ
の
印
象
を
伝
え
た
も
の
は
、
い
ず
れ
も
興
味
が

深
い
。
彼
が
神
奈
川
に
上
陸
し
て
、
絶
え
て
久
し
い
故
国
の
士
を
踏
ん
だ
時
、
そ
の
兄
が
弟
の
帰
還
の
噂
を
聞
い
て
横
浜
に
赴
き
ピ
コ

と
再
会
す
る
記
事
は
、
感
動
に
溢
れ
て
い
る
。
領
事
館
の
通
事
と
し
て
は
、
日
米
両
国
間
の
多
く
の
折
衝
に
当
っ
た
か
ら
、
明
治
初
年

に
長
州
藩
の
顧
問
と
な
っ
た
時
代
と
共
に
、
多
く
の
外
交
資
料
を
供
給
す
る
。
実
に
こ
の
書
物
は
、
極
め
て
変
化
の
多
い
人
生
を
経
過

し
た
人
物
の
回
顧
録
で
あ
る
と
共
に
、
ま
た
激
動
の
時
代
を
側
面
か
ら
記
録
し
た
文
化
史
と
い
う
誉
へ
き
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
岡
繁
樹
に
よ
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
原
本
が
複
刻
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
上
巻
だ
け
は
、
後
の
日
本
銀
行
総
裁
土
方
久

徴
が
学
生
時
代
に
識
訳
し
て
、
「
漂
流
異
謹
開
国
之
滴
」
の
題
名
の
下
に
、
明
治
二
十
六
年
に
博
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
但
し
こ
の

害
は
日
本
人
に
あ
ま
り
興
味
が
な
い
と
思
わ
れ
る
部
分
は
省
略
さ
れ
て
い
て
、
完
訳
で
は
な
い
。
そ
し
て
惜
し
い
》
）
と
に
は
、
藤
島
長

敏
の
訳
し
た
下
巻
は
遂
に
公
け
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
七
年
に
高
市
座
雄
氏
は
、
上
下
巻
を
併
せ
て
修
正
を
加
え
、
更
に
詳
細
な
解



題
を
加
え
て
、
「
開
国
逸
史
ア
メ
リ
カ
彦
蔵
自
叙
伝
」
の
名
で
、
ぐ
る
り
や
・
そ
さ
え
て
か
ら
刊
行
し
た
。
最
近
に
は
、
ま
た
平
凡
社

の
「
東
洋
文
庫
」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

五
欧
文
の
鎌
刻
書
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注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
欧
文
で
出
版
さ
れ
た
書
物
の
中
に
多
く
の
祇
刻
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
緋
刻
書
は
勿
論
そ
の
殆

ど
す
べ
て
が
原
著
者
と
無
関
係
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
国
際
的
に
著
作
権
を
保
護
す
る
ベ
ル
ヌ
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の

は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
年
）
で
あ
っ
て
、
日
本
が
こ
れ
に
加
盟
し
た
の
は
、
更
に
遅
れ
る
こ
と
十
三
年
の
一
八
九
九
年
（
明
治

三
十
二
年
）
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
海
賊
版
（
且
圃
叶
①
＆
旨
○
口
）
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

元
来
識
刻
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
需
要
が
多
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
原
著
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
高
価
で
あ

る
か
に
よ
っ
て
、
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
雛
刻
が
行
わ
れ
る
こ
と
自
体
、
そ
の
書
物
が
原
書
と
し
て
も
、
輸
入
が
多
か
っ
た
一
）

と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
輸
入
書
籍
の
リ
ス
ト
の
不
備
を
補
な
う
上
で
、
祇
刻
書
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
最
も
孫
刻
の
多
か
っ
た
も
の
は
、
や
は
り
英
語
の
文
法
書
（
偶
、
日
日
胃
）
及
び
読
本
（
Ｈ
①
且
曾
）
で
あ
っ

た
。
特
に
こ
の
中
で
明
治
初
期
を
代
表
す
る
も
の
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
、
ユ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル

は
第
一
か
ら
第
五
ま
で
行
わ
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
は
や
は
り
第
一
か
ら
第
五
ま
で
あ
っ
た
が
、
第
四
読
本
が
最
も
行
わ
れ
た
。
明
治
十
五
年

八
月
七
日
に
識
刻
届
と
な
っ
て
い
る
ユ
ニ
オ
ン
第
四
リ
ー
ダ
ー
は
、
識
刻
人
は
岡
本
直
吉
と
な
っ
て
い
る
が
、
売
捌
人
は
丸
善
で
あ
っ

て
、
恐
ら
く
丸
善
の
出
版
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。



リ
ー
ダ
ー
以
外
で
、
若
干
の
注
意
す
べ
き
赫
刻
害
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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の
．
の
己
邑
①
の
－
ｍ
の
］
や
国
①
言
．
吟
ら
己
己
・
）
届
忠

こ
の
書
物
は
そ
の
分
量
か
ら
す
れ
ば
さ
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
し
か
も
こ
れ
ほ
ど
明
治
初
年
の
、
否
明
治
全
期
を
通
じ
て
、
日
本
人
に

影
響
を
与
え
た
も
の
は
稀
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
こ
の
書
に
つ
い
て
、
多
く
筆
を
費
や
す
必
要
は
あ
る
ま
い
。
著
者
ス
マ
ィ
ル

ス
（
一
八
一
二
’
一
九
○
四
）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
伝
記
作
者
で
あ
る
が
、
彼
自
身
そ
の
自
伝
で
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
清

教
徒
の
伝
統
を
引
い
て
、
自
立
自
助
の
精
神
に
富
む
苦
学
力
行
の
人
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
著
述
は
、
い
ず
れ
も
事
実
に
立
脚
し
て
、
人

を
動
か
す
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
「
自
助
論
」
は
、
商
工
業
に
努
力
し
た
多
く
の
先
人
の
事
蹟
を
通
し
て
、
最
も
実

際
的
に
自
主
自
由
の
気
象
、
職
業
の
神
聖
感
、
誠
実
、
勤
勉
の
美
徳
を
説
い
た
点
で
、
善
き
意
味
に
お
け
る
資
本
主
義
的
モ
ラ
ル
の
教

科
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
が
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
八
五
九
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
十
九
世
紀
の
間
に
十
七
ヵ
国
語
に
祇

訳
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
偶
然
で
は
な
い
。

実
を
い
え
ば
、
日
本
で
も
一
）
の
書
物
が
広
く
読
ま
れ
、
そ
の
練
刻
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
村
敬
宇
（
正
直
）
（
一
八

三
二
’
一
八
九
一
）
の
訳
し
た
「
西
国
立
志
篇
」
が
、
広
く
流
布
し
た
か
ら
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中

村
正
直
は
慶
応
二
年
に
幕
府
が
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
生
を
派
遣
し
た
折
に
、
そ
の
監
督
と
し
て
同
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
地
で
イ
ギ

リ
ス
人
の
自
主
独
立
の
社
会
の
実
態
に
接
し
て
、
大
い
に
感
動
し
、
こ
こ
に
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理
想
を
発
見
し
た
。
彼
は
帰
朝
の
際

友
人
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
こ
の
書
を
域
別
と
し
て
贈
ら
れ
、
そ
の
理
想
と
実
態
と
を
説
い
た
も
の
と
し
て
愛
読
し
て
、
そ
の
半
を
暗
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の
．
の
日
」
］
①
の
１
ｍ
①
］
房
回
の
計
。
ｇ
旨
自
営
○
富
国
宮
①
岳
翫
§
２
戸
目
綿
の
ウ
ｇ
の
９
。
①
儲
．
乱
十
含
隼
層
．
》
昂
詔

前
者
の
ド
イ
ツ
語
版
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
「
自
助
論
」
の
成
り
た
ち
が
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
北
部
の
あ
る

都
市
で
、
数
名
の
貧
し
い
青
年
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
教
養
の
集
い
が
、
次
第
に
メ
ン
バ
ー
が
多
く
な
っ
て
、
も
と
避
病
院
代
り
に
使
用

さ
れ
た
一
部
屋
を
借
り
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ
の
科
目
の
授
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
マ
イ
ル
ス
は
、
こ
の
集
い
に
講
演
に
招
か
れ
、

彼
等
の
自
助
の
精
神
に
感
動
し
、
こ
れ
を
援
助
す
る
た
め
に
他
の
人
女
の
実
例
を
引
い
て
、
誠
実
な
義
務
の
遂
行
が
、
そ
れ
ら
の
人
交
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騨謂亙上胃自
・使てう中あ訳のａ
うてれいにで英昏爵

で書用たれた四。’目．‐

,緋

の
後
年
の
幸
福
を
問
ら
し
た
》
）
と
を
語
っ
た
。
後
年
こ
の
集
い
の
中
の
一
人
が
著
者
を
た
ず
ね
て
、
そ
の
成
功
が
著
者
の
講
演
に
基
づ

く
こ
と
が
多
か
っ
た
と
感
謝
す
る
に
及
ん
で
、
著
者
は
更
に
多
く
の
実
例
を
求
め
て
、
自
助
の
人
物
の
ス
ケ
ッ
チ
を
広
く
世
の
人
女
に

示
そ
う
と
す
る
考
え
を
起
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
語
訳
は
、
す
べ
て
著
者
ス
マ
イ
ル
ス
自
身
の
筆
に
成
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
す
こ
ぶ
る
英
文
調
を
帯
び
て
い
る
。
そ

こ
に
特
色
が
あ
っ
て
面
白
い
が
、
し
か
し
ド
イ
ツ
語
の
教
科
書
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

司
○
屋
片
国
○
○
丙
の
○
開
庁
宮
①
⑦
蔵
胃
ロ
①
の
①
○
』
四
ｍ
の
甘
印
庁
Ｈ
ｍ
ｐ
の
冒
叶
①
ユ

計
国
ロ
の
］
胃
①
。
旨
．
ｇ
］
凹
む
四
口
の
の
①
ず
『
ｚ
・
冒
旨
日
ロ
国
．
画
ロ
的
辱

鴬
鰯




